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平成２９年度 学長戦略経費（公募型プロジェクト）研究成果概要報告書                  

経費の種類 
□共同研究推進    □若手教員研究支援    □個人研究支援   

□研究推進重点設備  □研究推進設備修繕 

プロジェクトの名称 知的障害の重い児童・生徒のための主体的・対話的で深い学びの具現化プロジェクト 

報告者氏名・所属・職名 髙石 純・附属特別支援学校中学部・教諭 

プロジェクト担当者氏名・所

属・職名 

清水 拓海・附属特別支援学校高等部・教諭 
加藤 順也・附属特別支援学校高等部・教諭 
白府 士孝・附属特別支援学校高等部・教諭 
山田 俊寿・附属特別支援学校中学部・教諭 
中村耕太郎・附属特別支援学校小学部・教諭 
江﨑 拓郎・附属特別支援学校小学部・教諭 
北村 博幸・函館校・教授 
細谷 一博・函館校・准教授 
小渕 隆司・釧路校・准教授 

研究内容及び成果の概要 

本プロジェクトは，「自分の意思で取り組む状況」，「仲間の中で知識・技能を生かす状況」，「自分や仲間の

良さを共有する状況」の3つのできる状況を授業の中に設定し，現在や将来の家庭生活・地域生活・職業生活

を豊かにしていく力の育成を目指した。そして，児童・生徒の変容を多面的に評価するために，「知識・技能

」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3観点から捉えて(図1)観点別学習評価モデルの開

発，及び3観点から整理した支援スケールの開発を行った。そして，本プロジェクトの成果については，第55

回日本特殊教育学会において実践発表を行い，全国附属学校の教員，国立特別支援教育総合研究所や国立教

育政策研究所の職員など，多くの方々との質疑・応答を交えながら本プロジェクトの成果を発表することが

できた。また，12月の本校の公開研究協 

議会では，全国各地から200名の参加があり，本プ 

ロジェクトの成果を発信することができた。 

こうした状況から，今後はさらに全国の教員の 

ニーズに応えられるように，特別支援教育におけ 

る「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入 

れた授業開発に今後も尽力していきたい。また， 

本プロジェクトを通して，附属特別支援学校とし 

て第3期中期計画2(1)15の特別支援教育分野におけ 

る「研究水準及び研究の成果等に関する目標を達 

成するための措置」についての具現化を図ること 

ができたと考える。                図1 観点別学習評価と支援システムの概要 

成果の公表の状況 
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